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はじめに

本学知期）、学祁か加盟している短期大予払準協会を含

む 4 認証評価機関から学修成果の測定が求められてい

るI) 。また、短期大学）よ準協会のホームページに「学習

成果とは、学生が獲得すべきもの（イ川ができるようにな

るか）を定義することであり、その学習成果はデータと

して測定可能でなければなりません。そして、測定可能

になった学習成果を短期大学自身の某準によって判定す

るこどか介定（アセスメント）という行為であり、この

査心の中で、学胄成果が獲得されたこと、あるいは向上

していることを澗定結果として示すことか［学酋成果の

可視化 ということになります」とある,). しかしなか

ら、どのように作定するかについての具休的な記載はな

く、試竹品加呉の状悲にある 3 - 5) 0 

本学短期大学部歯科衛生学科の学修成果杏定について

は、各科目の叩位謹価時に60 点を基準に行われてし)る e、

~}j、卒菜、つまり学位授与時点では、 3 年次の科目な

らびに 2 1111 の学内慎擬試験の結呆から介定されている

在定は「何かできるようになったか」を示す本短期）ゞ学

部のデイプロマポリシーの到達度から行われるべきであ

るが八測定可能な点数として某準化することは難しい。

また歯科衛生学科卒業見込みの学生は、卒業直前の 3 月

に歯科衛生士国家試験を受験する資格が与えられる。そ

こで、学位授与には、当然ながら国家試験合格能力が備

受付 H 2015 年11 月：｝（）日 受岬 20Hi 年 l 月2刈日

わっていることも一つの条fl となっている。 2012 年度の

第22 回から2-!lnl までの伯科衛生士国家試験の全国合格守

は、 96.2% 、97.1% 、95.9% と高い水準で推移しており 7) 、

各歯科衛生士蓑成機関において日家資格を与えるに足る

教育が行われているものと推察できる。

以上を背景に、 2014 年度の］歯科衛生学科 3 年生を対象

に、 3年次末に実施された 2 回の学内校擬試験の結果と

歯科愉生十国家試験への解答結果から、学修成果を測定

するとともに、その測定が適切に行われているかについ

て検証した， この/rJI 究成果は、今後の 3 年次の数行の改

善に活かせるものと考える U

方法

-,.;,; 業が決定した20 」4年度歯科衛牛学科 3 年生64 人を,/i)J

究対象とした。研究対象が受験した2015 年 3 月 1 日の歯

科衛生士国応A験の220 間について、平成23 年版歯科衛

生士国家試験出祖基準と照合し、どの試験科H と範間に

最も該当するかを共著者の 2 人が同定した。複数の利日

または範囲にまたがるため判断が難しい間題に→いて

は、筆頭著者と協議したうえで 1 つに特定した0 それと

I•」時に、研究対象者が国家試験翌日の 3 月 2 日に、本学

において再現した220 問への解答結果を採点し正解率を

算出しにまた、 2014 年12 月と 2015 年 1 月に実施した学

内模擬試験についても、同様に国家試験出題基準と照合

し、どの試験科目のどの範囲に該'¼するかを阿定し正解

率を算出した
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これらを分析材料として、 1月家試験の合格ラインであ

る60% を基準にが修成呆の壺定を1」ヮた ただし、これ

らU) 森定は、研究対象者のプライバシー保設の観点から、

個人の得点ではなく、各試験問題の科且と範囲について

の受験牛全員の正解率をもとに香定した。

全体と科H別の学修成果の介定には、仮説値を 60 とす

るノンパラメトリックの 1標本検定を採用した。両側検

定ど仮況値よりも大さいあるいは小さいという帰無仮説

による片側検定の pt, 」)j を行った。利目ことの正解率の五

についてWilcoxon の順位和検定を行った。また、各問

題の特定された範囲から、改正前の出題基糾などを参考

に、科日ーと二は解闊学と生理学に、利o:=: は病理学、

微t_l 物学、薬理学に、科目四は口肝衛牛学、衛生学・公

衆術小学、衛生行政・社会福祉、栄長J廿尊に、科日は h

歯科衛生七概論に、科目六は歯科臨床概論、歯科保存学、

歯科補綴学、口腔外科学、矯正歯科学、小児歯科学、高

齢者附科学、障害者歯科学に、科El I::; は附科予防処置に、

科 U 八は歯科診療補助に、科 H 九は1兄健指導に変更し、

これらを修正細科日とした。この修止斎Ill 科目について

も、仮説値を60 とするノンパラメトリック(}) 1標本検定

によって、仮説値よりも大きいあるいは小さいという帰

無仮説による片側検定を行った。ぢらに、 Spearman の

順位柑関にて学内椋擬試険と国家試験の試険科目ごとの

正解辛の単阿帰分析行い、両者のオ廿1月'l"I を分析し、学修

成果の適切性の検証を行った。集叶分析には、 JMP8(SAS

表 1 学内模擬試験と国家試験の科目ごとの正解率

科目 第 11 口I模試 第 2 回模試 国家試彫
^~ 

中央値 平均値 中史値 平坊値 中央値 平均信

65.2 

53.0 

(95'1/oCI) 

67.7 

52.5・82.9 

150.3 

:-l0.¥)・69.8 

(95%CIJ 

52.5 

43 7・61.3 

61.1 

44.9・77.4 

59.9 

四56.1 

42.0・74.0 

57.2 

49.6・64.8 

五 78.8 72.2 98.5 

48.9・95.5 

六 54.5 54.9 

47.9・62.0 
．． 

し 68.2 GG.2 

八 54.5

九 57.6 62.1 

53.9-70.3 

全休 58.6 fi8.7 

56.2 

66.9 

60.0 

Japan) を用い、統叶的検定の有意水祇は 5 % とした。

なお、本研究は学校法人神奈川消科大学柚究1侃叫足日

会の承認（第307 番）のもとに実施した。まだ歯-f'H/ 『L::

学科の専任牧員には学科公において研究計圃定晶り」し、

研究対象者には、 2015 年の 3 月17 日に研究計画を説明し、

個人のプライバシーを保護することなどを確約したうえ

で全員から伯l究同意書を取得した，

結果

1. 科目による学修成果の在定結果（表 I)

1) 第 1 回学内模擬試験の査定結果

220 問の第 1 回学内模擬試験の正解率は正規分布して

おらず、全体の中央値は59.1% 、‘印均値は5芯7% (95% 

CI : 55.3 - G2.l) で、 30-90% に分布の中心かあった。

全体および科H 別で仮説値60 と有意な差を示したものは

なかった。科目ごとの正解率のWilcoxon の順位和検応

において有意芹は示されなかった

2) 第 2 回学内僕擬試験の介定帖果

220 間の第 2 回学内模擬試験の正解率は正規分布して

おらず、中央値67.7% 、平均値65.5% (95% CI: 62.4 

68.7) で、 60-90% に集中すろ分布であった＂令休およ

び科日別で仮説値60 と有廊な冗を示したのは、全1本およ

び科目三、 し、八であり、すべて仮説値より高いという

結呆であった。仮説値より有意に低いものは皆無であ→

98.5 

98.5・98.5 

55.7 

81.5 

55.4 

90.8 

(95 ツoCI)

71.8 

52.5・91.2 

50.5 

31.G・Crn.5 

94.6 

45.7・143.6 

]* : p<0.05 、2'': p<0.01 、3* : p<0.00 l、4* : p<0.0001 

統計的に宥意性が示されたセルに綱掛けを施した。
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た。科目ごとの正解率のWilcoxon の順位和検定におい

て有怠差 (p<0.0001) が示された。

3) 国家試験の奔定結果

220 問の第24 回国家試験の正解率は正規分布しておら

ず、中央値81.5% 、平均値73.6% (95% CI : 70.4- 76.8) 

で、 80-90% に集中する分布であった。全体および科目

別で仮説伯60 と有意な差を示したのは、全体および科目

三、四、六、七、八、九であり、すべて仮説値より高い

という結呆であった。仮説値より有意に低いものは皆無

であった。科日ごとの正解率のWilcoxon の順位和検定

において有意差 (p<0.05) が示された。

4) 国家試験の在定別の正解率の変化について

図 1 と2 は、囚家試験の正解率が60 点よりも有餘に高

かった科目三、四、六、七、八、九と有意性が認められ

なかった科§-、二、五別に、第 1 回学内模擬試験から

国家試験までの正解率（平均値）の変化をホしたもので

ある。図 l は正解率が向上していくのに対し、図 2 は向

上する傾向が認められなかった。

2. 修化細科H による国家試験の介定結果（表 2)

二解剖学、三微ル物学、三薬理学、六歯科補綴学およ

び六口腔外科学を除けば、中央値が平均値を上同る、あ

るいは同崎という結果であった。仮説値60 より有意に高

％ 
0

0

0 

0

8

6 

ー

図 1 科目ごとの平均値の推移

60 より有意に高い科目

一国家試験正解率が

100 % 

80 

GO 

40 -- - - - -- -- -

第2回模試第1回模試

澤ふ ' ~ -・-
＂薗

国家試験

心，ぃ五l

図 2 科目ごとの平均値の推移

60 と有意差のない科目一

一国家試験正解率が

表 2 大項目から変換した国家試験修正細科目の正解率

―

―

二

三

三

―

―

―

四

四

四

四

五

六

六

六

六

六

六

六

六

七

八

九

[

.

修正紐科目 間題数中央値 平均値 95%CI

解剖学 5 80.0 72.6 37.7-107.5 

生理学 5 81.5 71.l 34. 7-107.5 

解剖学 5 52.3 52.6 24.1-81.l 

生理学 2 45.4 45.4 -121.1-211.9 

病理学 5 92.3 81.8 60.5-103.2 

微生物学 3 78.5 79.0 69.4-88.6 

薬理学 5 58.5 69.2 47.3-91.1 

口腔衛生学 17 78.5 71.6 59.8-83.4 

衛生学・ 公衆衛生学 12 66.2 58.3 40.9-75.8 

衛生行政・社会福祉 5 92.3 77.2 32.1-122.3 

栄養指導 4 73.9 71.9 39.8-104.1 

歯科衛生士概論 2 94.7 94.7 45.7-143.6 

歯科臨床概論 6 75.4 72.6 47.4-97.8 

歯科保存学 16 83.1 72.4 57.7-87.1 

歯科補綴学 6 47.7 59.0 35.0-82.9 

口腔外科学 6 50.8 53.3 24.2-82.4 

矯王歯科学 8 87.7 83.3 69.7-96.9 

小児歯科学 7 84.6 80.9 65.2-96.6 

高齢者歯科学 4 93.1 90.4 76.5-104.2 

障害者歯科学 5 96.9 70.1 23.8-116.6 

歯科予防処置 35 89.2 81.4 73.9-89.0 

歯科診療補助 26 86.2 78.7 69.6-87.8 

保健指導 31 78.5 72.1 63.0-81.l 

仮説値を 60 よりも大きいという片側検定の結果である。

片側有意性＊

NS 

NS 

NS 

NS 

NS 

NS 

NS 

NS 

NS 

NS 

NS 

NS 

NS 

p<0.05 

NS 

NS 

p<0.01 

p<0.05 

NS 

NS 

p<0.0001 

p<0.0001 

p<0.001 
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かったのは、六闇科保存学、六矯正歯科学、六小児歯科

七闇科予防処置、八歯科診療袖助、 lL 保健指導の 6

つであり、臨床系刊 Jc'! に集中していた。

3. 学修成果の適切性の検証（表 3)

中央値と平均値のすべての組み合せにおいて相関係数

はCH 以上を示した中央値においては、 Y を第 2 回枡擬

試験止解率でX を第 1 回模擬試験正解辛とする組み合せ

でh應であった。 'I' 均1直においては、 Y を囚家試験正解

率でX を第 1 回ならびに第 2 回校擬試験正解率とする 2

つの組み合せで有意であった。

考察

1. 学修成果の査定

認証評価の実施主体である 4 機関において学修（学習）

成果が認証項日に位置づけられたが、具体的な学修成果

の把捏や評価は定められていない!¥しかしながら、木

研究対象の医療系の国家贅格の取得を H 拍す歯科衛生十

応成機関では、尉家試験0) 合格が学修成呆の指標として

挙げられている :1, 8, 9) 。渋井ら 3) の調査においては、（歯

科）医師、薬剤師等の国家試験合格を学習成果とする項

日では、「高い合格率」という抽象的なものから「令同

中均を大きく上回る」という具体的な叫述もみられたと

しヽう。

そこで今回は、国家試験合格の60% を基禅に現行の歯

科衛生士国家試験出題基準による科日、ならびにより具

体的なカリキュラム Lの科目と結びつけるための修J下細

科H について学修成果の花定を試みた n

第 l 回学内模擬試験においては、中央値と平均仙が

60% を上仙っている科目はあるが、統計的有意に上同る

ものはなかった。しかしながら、第 2 回学内模擬試験で

は成績か向上している科目が多く、 3 科目でh烈紅に60%

を上同った。さらに同家試験では 6利 I」でh 意に上回り、

これらの科日については、研究対象者の学修成果向上か

みられだしかし、残る 3 fl 日にづいては向卜^か認めら

れなかった， IJJ 家試験は科 H 間で間題数や問也の難易度

が異なるかもしれないが、 1葵擬武験は国家試験合硲を見

据えて学内で作成された間題である c したがって、すべ

ての科目において I 回日から 2 回目にかけて学修成果の

向上が認められるべきであり、科日間の成績についても

有餘差は解消されることか望まれる。

さらに修止細科目については囚家試験だけの学修成果

の杏定を行った。修止細科目で問題数や難易度に違いが

あるため、正解率が60% を有意に上回ったかどうかだけ

で判定すべきてはないが、概して）贔礎系より臨｝木系の修

正細科目の成粕がよかった この傾向が歯科衛］士企成

機関に共迎 0) ものなのか、本学科に特有のものかは不明

であるが、基礎系科日の対策を強化することを検討すべ

きである。

2. 学修成県の適切性の検証

2 回の学内i唸擬試験と国家試験の科H ごとのI「fiJ 印索の

単回帰分析を試みた。日川度が 8 と小さいため、有意凡

を得たのは半数の組み合せであった。しかし、相関係放

はすべてOA 鳳上の中程度の相関、あるいは0.7 以卜.の強

い相関であり llJ, 、模擬試験間坦帷易度は国家試検の難易

度に相関し、かつ学生の年）J を評価するために適ルで

あったことが推測できる。しかしなから、第 1 回模擬式

験と同家試験の相閃より第 2 回模擬試験と国家試験の相

関か弱く、模擬試験の作間の工夫が必要であるり実施さ

れた 2 回の悦擬式験の問題を囮屁したところ、日家試験

の作問のルールにしたがっていない問題もあり、多肢選

択問題作成のFD 開催などの対策が必要かと思われた。

以上をまとめると、国家試験の合格基滸である 60% を

仮説値に学修成果を肝定したところ、科目間で違いはあ

るものの、学修成果はほほ達成できており、第 1 阿校擬

表 3 科目ごとの単回帰分析結果

組み合せ 回帰直線式 相間係数、有意性

X= 第 1 回模擬試験正解率
Y=0.71X+37.2 R=0.59 、NS

Y= 国家試験正解率
中

X= 第 2 回模擬試験正解率
Y=0.33X+56 公 R==0.47 、l¥'S史

Y= 国家試験正解辛
筐

X= 第 1 回模擬試騎丁解率
R=0.64 、p<O 05 Y=l.OSX + 7.50 

Y= 第 2 回模擬試験正届率

X= 第 1 回模擬試験正解率
Y=l SlX-4.87 R=0.83 、p<0.01

Y= 匡家試険冗解率

平 X= 第 2 回模擬試酷丁解率
Y=0.50X+39 0 R=0.66 、p<O OG 

均 Y= 国家試験正解下

-=第 1 回模擬試騎止鮮率
Y=0,92X + 14 1 l:{=044 、NS

Y= 第 2 回模擬試験正解率
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試験から国家試験まで成納が向卜^し、かつ巾利度以卜の

相閃が認められ、適切であると判断できる。しかしなが

ら、基礎系科目の成績向上と模擬試験の作間の下夫を検

討すべきである。
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